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にまとめる「凝集戦略」、そして 1 つにまとまったヒツジの群れを目標地点まで誘導する「誘導戦略」という 2 つの異
なる戦略を自律的かつ動的に切り替える方法、およびシープドッグがヒツジの群れの追い方をリアルタイムに調整す
る手法を組み合わせた「ヘテロ戦略の混合・動的スイッチング」を用いることで、様々な特徴を有するヒツジの群れ
に適応して誘導できることを示している。	 
	 以上のように本論文は、分散的なエージェント群によって創発的なパターンを制御するための鍵は、まず個々のエ
ージェントによるシステムの推定・オブザーバ設計であり、行動履歴（エージェント間や環境の相互作用の要素）が
その 1 つの鍵となることを示している。そして、ヘテロな動作戦略の自律的かつ動的な行動のスイッチングによって
パターン形成のダイナミクスを制御できることを述べている。さらに、群れ構造が階層的な場合には異種エージェン
トがお互いの動きを見つつ、学んでいく“学習”の概念が重要であることを述べており、総合的に機械工学への貢献
は大きい。	 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。	 
	 
	 
 
